
住宅火災における避難に関する検討会（第１回） 

 

議 事 次 第 

 

日時：令和３年８月２４日（火）14時00分から16時00分まで 

 

１ 開  会 

 

２ 議 事 等 

（１）検討の背景・目的について 

（２）住宅火災における避難及びＶＲを活用した軌跡データの検証について 

（３）火災調査の分析結果を基にした効果的な広報の検証について 

（４）カードゲームを活用した避難ツールの検証について 

（５）その他住宅火災における避難に関して必要なことについて 

（６）検討の進め方・スケジュールについて 

 

３ 閉  会 

 

 

＜配付資料＞ 

資料１－１ 検討会設置要綱 

資料１－２ 委員等名簿 

資料２   検討の背景・目的等について 

資料３   ＶＲを活用した軌跡データの検証について 

資料４   住宅からの避難に関するアンケートについて 

資料５   火災の現状（火災調査書の分析結果から）について 

資料６   効果的な広報について 

資料７   カードゲームを使った住宅火災からの避難ツール作成について 

資料８   検討の進め方・スケジュールについて 
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資料１−１ 
住宅火災における避難に関する検討会設置要綱 

令和３年７月２９日  

（目的） 
第１条 本市において、火災発生件数は減少しているにも関わらず、毎年１０人前後が火 
災の犠牲になっており、これを減少させるためには、住宅用火災警報器の設置推進以外 
のアプローチも検討していく必要がある。このような状況を踏まえ、住宅火災における 
最適な避難方法を検討することを目的として、住宅火災における避難に関する検討会 
（以下「検討会」という。）を設置する。 

（検討事項） 
第２条 検討会は、概ね次の事項について調査検討を行う。 
（１）住宅火災における避難及びＶＲを活用した軌跡データの検証に関すること。 
（２）火災調査の分析結果を基にした効果的な広報の検証に関すること。 
（３）カードゲームを活用した避難ツールの検証に関すること。 
（４）その他住宅火災における避難に関して必要なこと。 

（検討会） 
第３条 検討会の委員は、学識経験者、関係団体の代表者及び消防関係者の中から、前条

各号に掲げる検討事項の内容に応じて、岡山市消防局長が委嘱する。また、オブザーバ

ーの参加を認めることができる。 
２ 検討会には座長及び副座長を置き、座長及び副座長は検討会の委員の互選によって

これを選出する。 
３ 座長は、検討会を主宰する。また、座長に事故があるときは、副座長がその職務を代

理する。 
４ 検討会には、検討会委員の代理者の出席を認める。 
５ 座長は、必要に応じて、検討会に委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を 

求めることができる。 
６ 検討会の議事及び資料は原則として公開するものとする。ただし、座長が検討会の

運営上、公開すべきではないと判断した場合は、この限りではない。 

（委員等の任期） 
第４条 委員の任期は、委嘱日から令和４年３月３１日までとする。 

（庶務) 

第５条 検討会の庶務は、岡山市消防局消防総務部予防課において行う。 

   （補足） 
第６条 この要綱に定めるほか、検討会の運営に関し必要な事項は座長がこれを定める。 
 

附 則 
    この要綱は、令和３年７月２９日から施行する。 
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   資料１－２ 

 

住宅火災における避難に関する検討会 

 

          委員等名簿 

 

 

〈学識経験者〉 

・松多 信尚  岡山大学大学院教育学研究科 教授 

 

〈外部機関〉 

・竹内 秀樹   日本放送協会岡山放送局放送部 部長 

 

〈自主防火クラブ〉 

・水口 美智子 岡山市女性防火クラブ連絡協議会 会長 

 

〈教育関係〉 

・田中 光彦 岡山市教育委員会事務局学校教育部指導課 課長 

・渕田 裕之 岡山市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習課 課長 

 

〈消防関係〉 

・加藤 恵介 岡山市消防局消防総務部予防課 課長  

 

 

〈オブザーバー〉 

・株式会社 白獅子 

 

〈事務局〉 

・岡山市消防局消防総務部予防課 
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検
討
の
背
景
・
目
的
等

本
市
に
お
い
て
、
火
災
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
年
１
０
人
前
後
が
火

災
の
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
以

外
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
住
宅
火
災
に
お

け
る
最
適
な
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

背
景
・
目
的

（
１
）
住
宅
火
災
に
お
け
る
避
難
及
び
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た
軌
跡
デ
ー
タ
の
検
証
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
火
災
調
査
の
分
析
結
果
を
基
に
し
た
効
果
的
な
広
報
の
検
証
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た
避
難
ツ
ー
ル
の
検
証
に
関
す
る
こ
と
。

（
４
）
そ
の
他
住
宅
火
災
に
お
け
る
避
難
に
関
し
て
必
要
な
こ
と
。

検
討
項
目

 
火
災
か
ら
の
避
難
に
つ
い
て
、
実
際
に
被
験
者
に
火
災
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
実
際
に
避
難
に
か
か
る
時
間
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
と
り
、
一
方
で
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
避
難
デ
ー
タ
を

取
得
し
、
被
災
し
た
場
合
の
具
体
的
な
「
初
動
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
・
・
・
項
目
（
１
）

 
火
災
か
ら
避
難
に
つ
い
て
の
広
報
を
過
去
の
火
災
情
報
を
も
と
に
、
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
広
報
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
・
・
・
項
目
（
２
）

 
消
防
職
員
の
み
で
は
マ
ン
パ
ワ
ー
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
火
災
か
ら
避
難
を
促
す
ツ
ー
ル
を
使
用
し

生
活
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
・
・
・
項
目
（
３
）

検
討
理
由

資
料
２
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住
宅
火
災
に
お
け
る
避
難
に
関
す
る
検
討
会

火
災
は
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
岡
山
市
消
防
局
管
内
の
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
毎
年
１
０
人
前
後
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
の
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
、
全
国
的
に
は
７
割
を
超
え
て
い
る
。

現
状
１

14

9

9

11

3

14

8

11

7
8

9
10

2
78

88
67

65
65

58
75

57
60

43

28
8

24
1

25
4

22
5

23
0

18
7

17
5

24
3

18
2

20
0

18
3

0246810121416

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

平
成

22
年

平
成

23
年

平
成

24
年

平
成

25
年

平
成

26
年

平
成

27
年

平
成

28
年

平
成

29
年

平
成

30
年

令
和
元
年

令
和
２
年

死者の数

全火災及び住宅火災の件数

全
火
災
と
住
宅
火
災
件
数
及
び
全
死
者
数
（

H2
2〜

R2
）

死
者
数

住
宅
火
災
件
数

全
火
災
数
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住
宅
火
災
に
お
け
る
避
難
に
関
す
る
検
討
会

現
状
２ 火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ

火
災
を
起
こ
さ
な
い

使
用
方
法
を
誤
っ
て
も

火
災
が
発
生
し
な
い

SI
セ
ン
サ
ー
な
ど
の

安
全
装
置

火
を
使
用
し
な
い

IH
こ
ん
ろ

加
熱
式
た
ば
こ

こ
ん
ろ
火
災
で
あ
れ
ば

消
し
忘
れ
な
い
な
ど

人
為
的
ミ
ス
を
防
ぐ

防
炎
品
を
使
う

火
災
発
生
後
に
死
者

を
だ
さ
な
い
行
動

（
逃
げ
る
・
消
す
）

早
期
に
気
づ
く

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置

初
期
消
火
に
成
功

消
火
器
の
訓
練

最
適
な
避
難
方
法

検
証
要

・
火
災
に
よ
る
死
者
を
発
生
さ
せ
な
い
思
考
の
展
開
図

今
ま
で
の
広
報
は
、
下
図
の
「
火
災
を
起
こ
さ
な
い
」
部
分
に
重
き
を
置
き
、
火
災
は
減
少
し
た
。
一
方
で
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
普
及
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
死
者
は
高
い
推
移
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
火
災
発
生
時
の
最
適
な
避

難
方
法
に
つ
い
て
、
広
報
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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××

心理学×ＶＲで火災による死者をゼロへ
〜産学官による共同研究開発〜

ＶＲ（バーチャルリアリティ）を利用した、住宅火災予防に係る研究についての契約を締結しました。
研究内容は、仮想空間で住宅火災を体験した人間の、避難時の軌跡（行動）をデータ化するシステムを

開発し、そのデータを集約します。集約したデータは、心理学的観点で分析を行うことで、データ・エビ
デンスに基づいた最適な避難方法の研究を行います。

ＶＲによる、住宅火災被災時における生存率向上を目的とした行動データ集積システムの開発及び研究
は全国初となります。今年度から来年度にかけてデータを集め報告書をまとめていきます。

１ 研究体制

ＶＲソフト開発 株式会社白獅子
代表取締役 春名 義之

心理学 岡山大学大学院教育学研究科
講 師 岡崎 善弘

監修・火災データ提供 岡山市消防局

２ 共同研究内容

○近年話題となっているＶＲ（バーチャルリアリティ）を利用し、住宅火災の体験をしてもらいます。

○避難の軌跡をデータとして蓄積します。

○火災避難行動パターンを心理学的に分析します。

○最適な避難方法を検証します。

ＶＲ体験イメージ

３ 問い合わせ先

株式会社白獅子 岡山市北区芳賀5303 086-236-8869
[担当：春名]
岡山大学大学院教育学研究科 岡山市北区津島中3-1-1 086-251-7713
[担当：岡崎]
岡山市消防局 消防総務部 予防課 岡山市北区大供1-1-1 086-234-1199
[担当：予防企画係 岡﨑]

燃焼実験360°動画
（YouTubeへアクセスします）

資料３
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1.
火
災
発
生
か
ら
避
難
完

了
（
外
に
出
る
）
す
る

ま
で
の
時
間
を
測
定
す

る
。

2.
昼
間
と
夜
（
暗
い
状

態
）
の
２
パ
タ
ー
ン
測

定
す
る
。

3.
付
加
想
定
と
し
て
は
、

家
族
全
員
及
び
ペ
ッ
ト

を
外
に
脱
出
さ
せ
る
ま

で
の
時
間
を
測
定
す
る
。

火
災
の
発
生

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
作
動

避
難
開
始

付
加
想
定

避
難
完
了

訓
練
開
始

注
意
点
：
怪
我
に
は
十
分
気
を
付
け
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

（
例
１
）

昼
夜

1人
10
秒

12
0秒

家
族

20
0秒

30
0秒

ペ
ッ
ト

20
秒

20
0秒

（
例
２
）

昼
夜

1人
5秒

60
秒

家
族

10
0秒

15
0秒

ペ
ッ
ト

20
秒

80
秒

＊
例
１
は
２
階
が
寝
室

＊
例
２
は
１
階
が
寝
室

ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
０
０
〜
２
０
０

程
度
集
め
る
。

住
宅
か
ら
の
避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

別
紙
４

•
高
齢
者
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
い
。

•
共
同
住
宅
と
の
違
い
も
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

•
協
力
が
得
ら
れ
る
か
の
問
題
が
あ
る
。
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火
災
か
ら
の
避
難
に
つ
い
て
、
実
際
に
被
験
者
に
火
災
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
実
際
に

⾃
宅
に
お
い
て
、
避
難
に
か
か
る
時
間
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
す
る
。
（
ｎ
＝
１
０
０
〜
２
０
０
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
入
れ
込
み

Ｖ
Ｒ
の
軌
跡
デ
ー
タ

（
同
時
に
Ｖ
Ｒ
で
取
得

し
た
デ
ー
タ
も
比
較
し

て
み
る
）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
判
明
し
た
課
題
へ
の
対
応

○
分
未
満
だ
っ
た

○
分
以
上
か
か
っ
た
。

（
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
を
逃
が
し
た
り
、
夜
間
で
眼
鏡
を
探
し
て

い
た
。
避
難
経
路
に
物
が
あ
っ
た
な
ど
。
）

ガ イ ド ラ イ ン に 反 映

理
由
を
分
析
す
る
。

何
に
時
間
を
要
し
た
の
か
。

避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

避
難

時
間

時
間
を
短
縮
で
き
る
方
法
は
？

有
効
な
方
法
は
？

避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
向
性
に
つ
い
て
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避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
(参
考
)

34

17
6

22
0

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

避
難
す
る

１
１
９
番
を
す
る

消
火
を
す
る

１
．
火
災
が
起
こ
っ
た
ら
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。

（
火
が
小
さ
い
場
合
）

60

99

27
1

0
50

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

消
火
す
る

避
難
を
す
る

１
１
９
番
を
す
る

２
．
火
災
が
起
こ
っ
た
ら
ど
の
よ

う
な
行
動
を
と
り
ま
す
か
。

（
火
が
大
き
い
場
合
）

N=
４
３
０
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火
災
に
よ
る
死
者
数
の
推
移

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

13
14

9
9

11

3

14

8

11

7
8

9

0246810121416

平
成

21
年
平
成

22
年
平
成

23
年
平
成

24
年
平
成

25
年
平
成

26
年
平
成

27
年
平
成

28
年
平
成

29
年
平
成

30
年
令
和

01
年
令
和

02
年資
料
５

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

（
人
）
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住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
推
移
と
高
齢
者
の
占
め
る
割
合

（
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
資
料
）

＊
全
国
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起
床
中

62
%

就
寝
中

38
%

起
床
中

就
寝
中

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
の
就
寝
状
況

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）
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発
見
遅
れ

31
%

避
難
行
動
有
り

12
%

判
断
力
・
体
力

条
件
悪
く

10
%

逃
げ
る
機
会
を
失
う

11
%

着
衣
着
火

6%

そ
の
他

3%

急
速
な
延
焼
拡
大

2%

不
明
・
調
査
中

25
%

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
の
発
生
状
況

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

14



身
体
に
障
害

あ
り

35
%

身
体
に
障
害

な
し

65
%

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

身
体
障
害
の
有
無

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

15



（
階
）

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
し
た
火
災
の
出
火
階

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

４ ５ ７ ８

16



＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
し
た
階
数

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

17



＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
し
た
場
所

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

18



＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

火
災
に
よ
る
死
者
の
死
因

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

19



6

14

10

5

9

2

6

3

5

7

5

13

0246810121416

01
月

02
月

03
月

04
月

05
月

06
月

07
月

08
月

09
月

10
月

11
月

12
月

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
す
る
月
別

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

（
人
）
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6

4

10

2

5

3
2

3
2

2
2

4

2

5 3
3

5

3

5

2

6

1
2

3

024681012

00
時

01
時

02
時

03
時

04
時

05
時

06
時

07
時

08
時

09
時

10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
し
た
出
火
時
間

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

（
人
）
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1
1

1

3
3

2

6
7

8

10

8

13

18

4

02468101214161820

0-
4

15
-1
9

30
-3
4

35
-3
9

40
-4
4

45
-4
9

55
-5
9

60
-6
4

65
-6
9

70
-7
4

75
-7
9

80
-8
4

85
-8
9

90
-9
4

（
人
）

＊
ｎ
＝
８
５

建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
の
年
齢

（
平
成
２
１
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で
）

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内

22



平
成
21
年
平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年
平
成
25
年
平
成
26
年
平
成
27
年
平
成
28
年
平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
01
年
令
和
02
年

総
計

不
明
・
調
査
中

4
3

2
4

4
3

1
3

4
1

4
33

た
ば
こ

3
1

3
5

1
2

15

ス
ト
ー
ブ

1
1

1
2

2
1

2
10

灯
火

4
1

2
1

1
9

電
灯
・
電
話
等
の

配
線

2
1

1
4

こ
ん
ろ

1
1

1
1

4

そ
の
他

1
1

1
3

こ
た
つ

1
1

2
マ
ッ
チ
・

ラ
イ
タ
ー

1
1

2

火
あ
そ
び

1
1

た
き
火

1
1

配
線
器
具

1
1

総
計

11
11

4
5

9
3

12
6

7
6

6
5

85

＊
建
物
火
災
で
⾃
損
を
除
く
死
者
数

死
者
が
発
生
し
た
火
災
原
因

＊
岡
山
市
消
防
局
管
内
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＊
全
国

年
齢
区
分
別
（
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
住
宅
火
災
死
者
数

（
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
資
料
） ＊
総
務
省
消
防
庁
資
料

24



効
果
的
な
広
報
に
つ
い
て

背
景
・
目
的

１
２

３
A 死
者

（
割
合
）

・
起
床
中
で
の
死
者
が
多
く

約
６
割
で
あ
る
。

・
居
室
（
寝
室
を
含
む
）
で
の
死

者
が
約
６
割
で
あ
っ
た
。

・
火
災
の
死
者
で
、
身
体
に
障
害

が
有
っ
た
の
は
約
３
割
で
あ
っ
た
。

B 死
者

（
原
因
）

・
死
因
全
体
で
は
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
・
窒
息
で
の
死
者

が
約
３
割
で
、
火
傷
が
約
５

割
で
あ
る
。

・
死
者
の
発
生
経
過
と
し
て
は
、

発
見
の
遅
れ
が
約
３
割
で
あ
る
。

・
小
規
模
の
火
災
で
の
死
者
は
、

６
割
が
着
衣
着
火
で
あ
っ
た
。

C 死
者

（
場
所
）

・
浴
室
で
の
死
者
が
約
５
％

で
あ
っ
た
。

・
死
者
が
発
生
し
た
階
数
は
、
１

階
が
約
７
割
で
あ
る
。

・
１
階
が
火
元
、
２
階
で
死
者
が

何
件
あ
る
か
を
分
析
す
る
と
２
件

で
あ
っ
た
。

Ｄ 死
者

（
時
期
・
時
間
）

・
２
月
に
火
災
に
よ
る
死
者

が
多
い
。

・
２
月
の
「
ろ
う
そ
く
」
で
の
火

災
は
死
者
率
が
１
０
０
％
で
あ
る
。
・
夜
中
２
時
に
死
者
が
多
い
。

消
防
職
員
は
年
間
１

,０
０
０
回
程
度
、
町
内
会
な
ど
へ
の
火
災
予
防
広
報
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
近
年

は
防
災
に
対
し
て
の
市
⺠
か
ら
の
広
報
依
頼
が
多
く
、
防
火
（
火
災
）
に
つ
い
て
は
、
需
要
が
少
な
い
。
た
だ
、
現

状
を
み
る
と
、
火
災
件
数
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
死
者
は
減
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
消
防
職
員
に
よ
る
広
報
の
技

術
（
伝
え
方
）
を
あ
げ
る
こ
と
で
、
火
災
か
ら
の
死
者
を
減
ら
す
１
つ
の
方
向
性
に
な
る
の
で
は
と
考
え
る
。
下
記

の
よ
う
な
火
災
調
査
書
か
ら
分
析
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

資
料
６
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効
果
的
な
広
報
に
つ
い
て

１
２

３

Ｅ 死
者

（
年
齢
）

・
死
者
は
８
５
〜
８
９
歳
の

層
が
一
番
多
い
。

・
５
５
歳
以
上
の
死
者
が
全
体
の
８

割
を
超
え
て
い
る
。

・
ぼ
や
、
高
齢
者
、
着
衣
着
火
、

死
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
特
徴

と
し
て
現
れ
る
。

Ｆ 死
者

（
火
災
原
因
）

・
死
者
が
発
生
す
る
火
災
原

因
は
、
ワ
ー
ス
ト
３
位
が
灯

火
（
ろ
う
そ
く
）
で
あ
る
。

・
死
者
が
発
生
す
る
火
災
原
因
は
、

ワ
ー
ス
ト

1位
が
た
ば
こ
で
あ
る
。

・
「
こ
ん
ろ
」
に
よ
る
着
衣
着

火
は
女
性
が
男
性
の
２
倍
で
あ

る
。

Ｇ 死
者

（
音
の
事
例
）

・
火
災
に
気
づ
く
の
に
、
視

覚
よ
り
は
、
「
音
」
や
「
匂

い
」
で
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
音
を
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
の
音
と
勘
違
い
し
て
、
避

難
の
初
動
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
令
和
元
年
の
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
６
人
は
、
全
て
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。

Ｈ 死
者

（
傾
向
）

・
火
災
の
復
元
図
（
火
災
発

生
時
の
様
子
を
復
元
し
た

図
）
を
分
析
す
る
と
、
部
屋

に
物
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

・
目
の
前
で
火
災
を
発
見
し
た
場
合

パ
ニ
ッ
ク
に
お
ち
い
る
こ
と
が
多
い
。

・
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、

助
け
よ
う
と
し
て
再
度
進
入
す

る
傾
向
が
あ
る
。
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効
果
的
な
広
報
に
つ
い
て

１
２

３

Ｉ 死
者

（
特
徴
）

・
消
火
と
避
難
の
優
先
順
位
は
場

合
に
よ
っ
て
は
生
死
を
わ
け
る
。

・
「
音
」
が
聞
こ
え
な
い
こ
と

が
、
火
災
に
対
し
て
弱
者
と
な

る
。

・
建
物
火
災
の
死
者
は
、
火
元
か
ら

離
れ
た
場
所
で
も
発
生
し
て
い
る
。

Ｊ 死
者

（
事
例
）

・
「
こ
ん
ろ
火
災
」
の
着
衣
着
火

（
衣
服
に
着
火
す
る
）
は
、
高
齢

の
女
性
が
重
ね
着
を
す
る
こ
と
で

発
生
し
て
い
る
。

・
岡
山
市
で
は
、
７
０
年
前
に

聾
学
校
寄
宿
舎
で
１
６
人
の
死

者
が
発
生
す
る
火
災
が
あ
っ
た
。

・
死
者
発
見
時
の
体
位
は
伏
臥
位

（
う
つ
伏
せ
）
が
３
割
で
あ
り
避
難

の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

第
２
回
検
討
会

職
員
に
よ
り
発
表

５
グ
ル
ー
プ

委
員
に
よ
る
評
価

評
価
を
反
映
し

修
正

３
分
×
５

３
０
分

動
画
を

作
成

・
第
１
回
の
検
討
会
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
１
５
個
選
び
、
第
２
回
検
討
会
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
３
つ
使
い
発
表
す
る
。

・
そ
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
部
分
を
検
討
項
目
に
し
て
評
価
を
す
る
。

・
そ
の
評
価
を
動
画
で
撮
影
し
、
職
員
向
け
の
動
画
と
し
修
正
さ
れ
た
動
画
を
市
⺠
へ
公
開
す
る
。

１
５
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
選
ぶ
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岡
山
市
消
防
局
で
は
、
令
和
元
年
か
ら
防
火
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
作
成
し
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
内
容
は
、
火
災
調
査
の
統
計
を
使
い
、
火
災
が
発
生
し
た
経
緯
や
何
に
火
が
着
い
た
の
か
な
ど
、
火
災

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
カ
ー
ド
を
使
っ
て
遊
び
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
体
験
者
の
反
応
と
し
て
は
、
実
際
に
行
動
変
容
（
住

宅
用
消
火
器
の
購
入
な
ど
）
に
つ
な
が
り
、
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
い
う
仕
組
み
を
活
用
し
、
住
宅
か
ら
の
避
難
に
焦
点
を
あ
て
た
新
た
な
遊
び
を
作
る
こ
と
で
、
火

災
か
ら
の
避
難
を
よ
り
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
住
宅
火
災
か
ら
の

避
難
ツ
ー
ル
の
作
成
に
つ
い
て

資
料
７

・
ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ
る
こ
と
。

・
子
ど
も
に
火
災
か
ら
「
死
」
を
連
想
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
。

・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ど
こ
に
す
る
か
。

・
高
齢
者
へ
ど
の
よ
う
に
展
開
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

・
学
校
な
ど
で
広
ま
り
、
小
学
生
が
祖
⽗
⺟
な
ど
と

カ
ー
ド
で
遊
ぶ
こ
と
で
、
⾃
分
事
と
し
て
火
災
か
ら

の
避
難
を
考
え
て
も
ら
え
る
。

・
遊
ぶ
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

タ
イ
ト
ル
：
「
火
事
だ
！
逃
げ
ろ
！
」

対
象
：
小
学
生
以
上

プ
レ
イ
人
数
：
２
人
以
上

ゲ
ー
ム
形
式
：
対
戦
型
戦
略
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

過
去
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
実
施
例

避
難
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
例

背
景
・
目
的

課
題

理
想
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○
第
１
回

検
討
会
（
８
月
２
４
日
）

・
避
難
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
展
示
（
事
務
局
作
成
）

・
モ
デ
ル
的
に
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
（
１
０
〜
２
０
組
程
度
）

○
第
２
回

検
討
会
（
１
１
月
○
日
）

・
モ
デ
ル
事
業
を
整
理
す
る
。

○
第
３
回

検
討
会
開
催
（
令
和
４
年
２
月
頃
）

・
モ
デ
ル
事
業
を
整
理
し
、
内
容
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
⼊
れ
込
む
。

○
令
和
４
年
度
に
展
開

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
住
宅
火
災
か
ら
の

避
難
ツ
ー
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
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１
回
目
と
２
回
目
の
間
・
・
・
Ａ
期
間

➣
避
難
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
募
集
（
１
０
０
〜
２
０
０
程
度
）

➣
避
難
カ
ー
ド
の
モ
デ
ル
募
集
（
１
０
〜
２
０
組
）

➣
Ｖ
Ｒ
火
災
体
験
者
の
募
集
（
９
月
：
高
齢
者
１
０
人
、
１
０
月
高
齢
者
２
０
人
）

➣
消
防
職
員
に
よ
る
広
報
の
発
表
項
目
の
確
定
（
１
組
２
人
で
５
組
参
加
予
定
）

２
回
目
と
３
回
目
の
間
・
・
・
Ｂ
期
間

➣
２
回
目
に
実
施
す
る
広
報
発
表
動
画
の
作
成
（
対
市
⺠
用
も
含
む
）

➣
報
告
書
の
ま
と
め

【
検
討
項
目
別
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

検
討
会

VR
の
軌
跡

避
難
ア
ン
ケ
ー
ト

広
報
の
や
り
方

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

ま
と
め

１
回
目

（
８
月
２
４
日
）

△
△

◎
２
回
目

（
１
１
月
○
日
）

△
◎

△
３
回
目

（
２
月
○
日
）

○
◎

検
討
会
の
進
め
方
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

別
紙
８

Ａ
期
間

Ｂ
期
間

◎
＝
メ
イ
ン

○
＝
サ
ブ

△
＝
情
報
提
供
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